
《地域医療情報ＮＯ4８》速報 

8 月 25 日に発表された地域医療構想の「重点支援区域」7 区域２５医療機関の内、5 区

域―１０病院は、すでに再編統合・新病院建設が決まり、具体的に基本構想・基本設計が具

体化されている対象です。 

政府・厚労省は、「重点支援区域」に対して「技術的支援」と「財政的支援」を行うとし

ています。つまり、再編統合・新病院建設にかかる莫大な経費への補助金を優先配分や上積

み、計画推進時の障壁（様々な規制の解除や統合新築に伴う、既存建物の処分、病床削減や

機能転換に伴う人員整理に必要な退職金等の優遇など）や経営形態の見直しにともなう諸整

備など、「重点区域指定」を受けることで、少しでも負担を軽減（財政的、実務的）するこ

とが出来ることに依拠して指定申請を行ったものと考えられます。 

見方を変えれば、国の補助金のバラマキと、地域医療構想の実現という国の意向に沿った

計画への優遇措置で、施策誘導を推進しようとするものです！ 

今年度の「補助金」（医療介護総合確保「基金」）の箇所付け・補助金額の決定はこれから

ですが、重点区域指定を受けた地域にどれ程の補助金がバラまかれるのか？注視していかな

ければなりません。そして、全国いたるところで、さらなる再編統合計画が浮上している中、

この指定を狙った、駆け込み計画<本来行うべき住民合意や職員との交渉など、民主的手続

きを省いたり、

簡略化して>が、

全国で浮上しか

ねません！ 

地域医療構想

調整会議（推進

委員会）での具

体化討議を注視

し、問題ある計

画は、慎重な検

討を求める等、

今後の運動が重

要と言えます。 
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